
 履修モデル（現代社会学部現代社会学科） 

 

現代社会学部は、以下のような 3つの履修モデルを提示しますので、卒業後の進路や希望する就職先などを念頭に、履修する科目を選択し、系統的な学修を進めるた

めの参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験

受験
【科目修得】 社会心理学、福祉社会論、キャリアと人間発達、カウンセリング論

【科目修得】 社会統計学入門、統計学、

資格取得

社会体験インターンシップ （社会体験インターンシップ1・2）

社会調査法1・2、現代社会調査

ピアヘルパー

アクティブな学び
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情報＆

イノベーション

観光＆

マネジメント

心理＆

コミュニケーション

都市＆

プロデュース

共生＆

ヒューマンケア

家族＆

ライフコース

公共＆

コミュニティ

心理＆

コミュニケーション

都市＆

プロデュース

観光＆

マネジメント

公共＆

コミュニティ

共生＆

ヒューマンケア

基幹科目

社会学理論 家族社会学

社会心理学 文化人類学

経済社会学 現代経済分析
日本経済入門 名古屋都市論

情報社会論 福祉社会論

基幹科目

社会政策論 経済社会学

現代経済分析 経済政策論

情報産業論 日本経済入門
民法入門 名古屋都市論

情報社会論

基幹科目

家族社会学 社会心理学

社会政策論 経済社会学

現代経済分析 経済政策論
民法入門 名古屋都市論

文化政策論 福祉社会論

日本の経済社会や中部圏の発展を支える

民間企業やビジネスの世界で生きる社会的教養と経済社会に関する専門知識を身につける

社会的なものとかかわりのある企業・組織で活躍する

人とのかかわり、地域の活性化や社会貢献など、より社会的な関心や行動が求められる仕事に関する

専門知識を身につける

公共機関・公益法人・民間非営利団体などで活躍する

公共機関、公益法人、NPOなどで必要な基礎的教養と現代社会に関する専門知識を身につける

〈経済社会と企業〉、法律・政策分野

キャリアと人間発達、現代経済学、

統計学、金融論、日本経済論、

環境経済学、財政学、新都市政策論、

社会生活と法、不法行為と損害賠償論、

セルフプロデュース論、観光まちづくり論

国際経済学、日本経済史、

企業イノベーション論、

ものづくり経済論、労働経済学、

アントレプレナーシップ論、

商法、会社法、地域経済論

展開科目

展開科目

展開科目

〈人間社会と心理〉、〈社会生活と地域〉

〈社会制度と政策〉、地域・法律分野

データ解析、社会調査実習

コミュニケーション論、メディア論、

現代社会と人間、集団行動の心理学、

ファシリテーション論、社会的合意形成論、

カウンセリング論、社会保障論、

家族と法、ひとまちづくり論

経済社会と倫理、

ヒューマンサービス論、

産業・組織心理学、社会的企業論、

地域社会と法、地域コミュニティ論、

都市コモンズ論

共生社会と法、ファシリテーション論、

社会的合意形成論、財政学、政治学1・2、

新都市政策論、社会生活と法、

不法行為と損害賠償論、社会保障論、

観光まちづくり論、ひとまちづくり論

経済社会と倫理、行政学、

都市経営論、行政法、商法、

会社法、地域社会と法、

地域経済論、地域コミュニティ論、

都市コモンズ論

専門基礎演習 現代社会演習1 現代社会演習2

将来の進路1年次 2年次 3年次 4年次
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専門基礎演習 現代社会演習1 現代社会演習2

専門基礎演習 現代社会演習1 現代社会演習2

プロジェクト演習 （プロジェクト演習A・B・C）

ヒューマンサービス論、産業・組織心理学



●学びの領域  

 

 

 


